
 
テーマの主旨 図画工作・美術・美術、工芸の大きな教科・科目の目標は、「感性を高め豊かな情

操を養うこと」により「生きる力」につなげていくことにある。この達成に向けて、「鑑賞指導の

充実」が一層求められている。今年度は大きな統一テーマとして、この「鑑賞」を取り上げ、教

科書にある題材をきっかけとし、各校種ごとに生徒の実態に合わせた具体的な鑑賞授業の題材開

発を目指す。 

研究の進め方 小中高各１名ずつの４グループに分かれ、以下の４つの視点から、題材開発・指

導案作成・検証授業を行う。 

成果 

・系統性を見据えた鑑賞指導の重要性、表現活動との密接な関係等について再認識できた。 

 
 
○異校種の作品交流を通し、「作者の意図」

「使われた技法」「作品の印象」の３つの視

点から鑑賞し、美術への関心を高め、多様な

表現を理解し、表現することの意味について

学習する。 
【教材・教具】小中高の児童生徒作品、付箋、

カラーマーカー、鑑賞プリント 

 
 
○自分たちに身近な「ファッション」を取り

上げ、アジア文化への関心を高め、さらに自

国の文化へのより深い理解へとつなげる。ま

た、美術が生活と密接なつながりを持ってい

ることに気付かせる。 
【教材・教具】アジアの様々な衣装資料、パ

ワーポイント、ワークシートなど 

 
 
○作家の生き方や考え方を学ぶという視点

から、岡本太郎を取り上げる。縄文土器の魅

力発見と作品への影響、また作家自身のこと

ばにより理解を深める。岡本太郎美術館より

一部資料を借り、指導に生かす。 
【教材・教具】岡本太郎作品紹介資料、ＶＴ

Ｒ、縄文土器レプリカ、ワークシートなど 

 
 
○「秋冬山水画」「風塵雷神図屏風」「鳥獣戯

画」等の作品を基に日本の美術のよさや美し

さ、歴史的背景や文化、作家の心情について

の理解を深め豊かな情操を養う。 
 
【教材・教具】墨、和紙、パワーポイント、

山水画や琳派のコピー作品 

・普段から自分の思いや願いなどを率直に発表しあえる授業の雰囲気作りが必要である。 
・他教科との連携、美術館・博物館との連携、地域の小中高との連携といった広い視点が必要で

ある。 
・教科書の利用方法の研究、鑑賞指導の題材開発に引き続き取り組むと共に、教員同士の情報交

換を活発にする必要がある。 

課題 

・作品との感動的な出会いを演出することで、生徒の関心を高め、深く鑑賞させることができた。

・映像機器（パワーポイントなど）の効果的な利用により、充実した鑑賞指導が行えた。 
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